





































。 結 局 、 一 連 の 訴 訟 で 集 落 住 民 が 要 求 し た の は 、 「 薪 炭 材 供 給 の た め の
共 有 地 確 保 」 だ 、っ た の か ? そ れ と も 「 屋 久 杉 の 伐 採 に よ る 利 益 追 求 」 だ 、っ
た の か ? … 後 者 に 関 し て は 、 島 外 資 本 が 後 押 し し た 可 能 性 も 。
→ 改 め て 、 こ の 過 程 で 、 集 落 住 民 、 原 告 代 理 人 、 農 商 務 省 と い っ た 各 ア ク
タ ー が 、 ど の よ う に 絡 ん で い た の か 探 る 必 要 あ り 。
国 有 林 施 業 の 本 格 化 → 1923 年 : 第 1 次 施 業 案 が 編 制 。
→ そ の 内 容 は 生 態 面 に も 配 慮 し た も の 。 メ イ ボ ク ヤ ク ス ギ は 禁 伐 。
= 背 景 と し て 、 各 界 に 屋 久 杉 を 保 護 す べ き と い う 意 見 が 既 に 存 在 し た 。
1921 年 、 愛 子 岳 周 辺 の 1 . 3 0 6 h a 、 及 び 石 塚 山 ~ 国 割 岳 3， 107ha が 学 術 参
考 保 護 林 と し て 指 定 。 → 屋 久 島 に お け る 保 護 林 の 起 源 。
< … こ こ で 、 「 誰 が 所 有 ・ 利 用 す る か 」 を 目 的 と し た ゾ ー ニ ン グ は 一 段 落
す る
( 2 )  r知 何 に 資 源 と し て 効 率 的 に 利 用 し て い く か 」 を 中 心 に ゾ ー ニ ン
グ が 行 わ れ た 時 期
女 戦 争 の 勃 発 と そ の 拡 大 に 伴 う 森 林 開 発 0 9 3 1 ""'1945 年 )
~ 全 般 的 に 資 料 が 少 な い ~
国 有 林 内 の 伐 採 施 業 区 や 委 託 林 区 の 拡 大 ( 1 931 年 : 第 l 次 検 定 → 準 施
業 制 限 地 の 縮 小 )
→ 国 有 林 地 に お け る 木 材 生 産 、 及 び 、 委 託 ( 共 用 ) 林 等 に お け る 民 力 を
利 用 し た 特 殊 林 産 物 生 産 ( 特 に 木 炭 ・ 樟 脳 等 ) の 増 大 が 見 込 ま れ る 。
。 委 託 林 地 の 目 的 が 変 化 !
→ 新 炭 材 の 供 給 地 か ら 、 民 力 を 利 用 し た 軍 需 物 資 の 生 産 地 へ 。 委 託 林 実 行
組 合 ( 木 炭 ) が 各 集 落 に 相 次 い で 成 立 。
*  戦 後 開 拓 と 木 材 生 産 ( 1 945""' 1964 年 )
国 有 林 面 積 の 縮 小 → 戦 後 開 拓 へ の 用 地 確 保 が 恐 ら く そ の 原 因 。 新 植
民 の 増 加 に よ っ て 、 幾 つ か の 開 拓 集 落 が 聞 か れ て い る 。
委 託 ( 共 用 ) 林 地 の 面 積 縮 小 と 、 木 材 生 産 へ の 役 割 の 転 換
→ 木 炭 ・ 樟 脳 生 産 経 営 が 戦 争 の 終 了 と 共 に 悪 化 。 委 託 林 実 行 組 合 が 相 次 い
で 解 散 。 そ れ に 伴 い 国 有 林 施 業 地 区 に ゾ ー ニ ン グ し 直 さ れ た ?
→ そ こ で 、 積 極 的 な 木 材 ・ パ ル フ 材 生 産 へ と 利 用 方 針 を 転 換 。
1961 年 : 屋 久 島 林 業 ・ 森 林 開 発 公 社 の 設 立 。 = 共 用 林 地 に お け る ヤ ク ス
ギ 部 分 林 増 設 。
1963 年 : 屋 久 島 森 林 開 発 株 式 会 社 の 設 立 。 = 前 岳 等 の 広 葉 樹 林 を パ ル プ
材 と し て 伐 採 。
国 有 林 に お け る 人 工 林 化 の 拡 大 (1961 年 : 屋 久 島 森 林 開 発 計 画 の 策
定 ) → 普 通 施 業 区 に あ た る 第 2 種 林 地 の 面 積 24 ，7 9 8 h a の う ち 、 そ の 78 % に
あ た る 15 ，5 5 2 h a を 30 年 内 に 伐 採 し て 人 工 林 化 す る こ と が 目 標 と さ れ た 。
。 戦 後 の 森 林 利 用 の 変 化 を 詳 し く 探 る 必 要 !







































→ そ の 素 晴 ら し さ ば か り が 強 調 さ れ 、 歴 史 的 な 森 林 を め ぐ る 複 雑 な 関 わ り
が 、 見 え づ ら く な る 傾 向 に 。
*  今 後 の 課 題 : 歴 史 的 な 森 林 を め ぐ る 人 間 関 係 の 複 雑 さ を ど う 解 き
ほ ぐ し て い く か 。
そ れ ぞ れ の 時 期 に お い て 、 森 林 を め ぐ る 人 間 関 係 を 映 し 出 す と 思 わ れ
る 個 別 事 例 に 対 す る 分 析 を 進 め て い く 必 要 性 。 ( → 。 の 論 点 を 参 照 。 )
か な り 流 動 化 し て い る 個 別 の ゾ ー ニ ン グ の 過 程 を 一 つ 一 つ 追 っ て い く
必 要 性 。
- そ の 際 に お け る 幾 つ か の 分 析 視 角
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2. 森 林 を め ぐ る 立 場 ・ 利 害 関 係 の 整 理
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